
 

 

 

あいさつマウンテン  

先日の全校集会では、「あいさつは、なぜするのか」というテーマで子

どもたちに話をしました。あいさつには、相手を大切に思う気持ちを伝

える力、人と人との心をつなぐ力、そして自分自身の心を明るく元気に

する力があります。大切なのは、ただ声を出すだけではなく、相手の顔

を見て心を込めて伝えることです。 

本校では、子どもたちのあいさつがますます素晴らしくなっていま

す。特に最近は、相手の前で立ち止まり、相手の目を見てあいさつをす

る姿が多く見られるようになりました。登校時のあいさつ運動に参加し

てくださっている保護者の皆様や教育委員会の方々からも、「気持ちの

よいあいさつができていますね」とお褒めの言葉をいただいています。 

子どもたち一人一人の「おはようございます」や「ありがとう」が、安心して過ごせる温かな学校づく

りにつながっています。これからも、自分から進んであいさつができる子どもたちを育んでいきたいと

思います。職員一同、子どもたちの成長を大変うれしく感じています。今後も家庭・地域・学校が連携し

ながら、気持ちのよいあいさつがあふれる学校づくりを進めてまいります。 

田植え体験 ～学校応援団のご協力に感謝します～ !(^^)!  

 ４年生・５年生が田植えを行いました。 

当日は、学校応援団の金嶽さんをはじめ、前育友会長の平川さんや役

員の皆様、保護者の方々など、多くの地域の皆様にご協力をいただき

ました。子どもたちは、地域の方々に支えられながら、貴重な体験活

動に取り組むことができました。 

活動の初めには、金嶽さんから米作りの歴史や意義、田んぼが果た

している役割についてお話をしていただきました。また、苗の持ち方や植える間隔、

植え方のこつなどについても分かりやすく説明していただき、子どもたちは真剣な

表情で話を聞いていました。 

その後、子どもたちは事前に学習したことや自分たちで立てためあてを意識しな

がら、友達と協力して田植えに取り組みました。最初は田んぼのぬかるみに戸惑う

様子も見られましたが、次第に慣れ、声を掛け合いながら丁寧に苗を植えていきま

した。田植えの経験がある子もあまりない子も、そして初めて体験する子も、みん

な泥だらけになりながら一生懸命活動し、最後までしっかりと苗を植えることがで

きました。 

今回の田植えを終えた子どもたちは、「これから稲がどのように育つのだろう」

「米作りを通してどんなことを学べるのだろう」と期待を膨らませていました。今後の学習や稲の成長

を楽しみにしながら、大切に見守っていきたいと思います。 

６月１４日（日）は「唐津市教育の日」 ～学校でお待ちしています～ 

５月中の育友会除草作業へのご協力ありがとうございました。みなさんの応援が、打上小の子どもた

ちの元気につながります。１４日も家族総出でお越しください。詳細は、学級通信・はなまるメール等で。 
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打上小の学校ホームページ ～時々更新しています～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校ホームページについて、何かご意見や ご要望があれば、 

学校に来られた折にでも申し出ください。 

 

昨年度までの安全マッ
プで、更新したがよい
場所や写真がありまし
たら日曜参観の時にで
もお知らせください。 

 

学校行事などの写真や
コメントを掲載委して
います。お子さんとの
会話の中のネタにして
ください。 

 

お知らせや学校行事計画です。 
次月の予定を掲載中です。詳細
は、学級通信やはなまるメール
をご覧ください。 


